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彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
環
で
整
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
、
彦
根
駅
東
口
駅
前
広
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
に
と
も
な
い
、
次
の
日
時
か
ら
車
の
乗
り

入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

車
の
乗
り
入
れ
可
能
日
時　

３
月
29
日
㈰　

午
後

２
時
〜

　

彦
根
駅
東
口
駅
前
広
場
の
開
設
に
あ
わ
せ
て
、

「
ま
ち
び
ら
き
」
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時　

３
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

駅
前
広
場
開
設
式
、
彦
根
東
中
学
校
吹
奏

楽
部
演
奏
、
大
道
芸
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
豚
汁

コ
ー
ナ
ー
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

区
画
整
理
課

30-

６
１
２
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

　
　

彦根駅東土地
区画整理事業

　彦根駅東口駅前

広場および、これ

に接続する都市計

画道路などの公共

施設を整備し、交

通拠点機能を高め、

湖東・湖北地域の

中核都市となるよ

うに、土地区画整

理事業を実施して

います。



2広報ひこね　平成21年３月 15日3 広報ひこね　平成21年３月 15日

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
価
格
等

平
成
21
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

　

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
額
の

も
と
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
価
格（
評
価
額
）
な
ど
を
、
３
月

末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い
価
格
な

ど
を
次
の
と
お
り
開
示
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
土
地
・
家
屋
の

価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年
に
１

度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
土
地
・
家
屋
の
価
格
を

全
面
的
に
見
直
し
、
修
正
を
行
っ
て

い
ま
す
。
評
価
替
え
に
つ
い
て
は
、

広
報
ひ
こ
ね
４
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評
価

額
が
適
正
か
ど
う
か
、
ほ
か
の
資
産

の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す
る
も

の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

ま
で
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象
の
土

地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿　

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て
い
ま

せ
ん
。

■
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
も
、

使
用
・
収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者
（
所

有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、
ま

た
は
借
地
人
・
借
家
人　

な
ど

※
借
地
借
家
人
な
ど
は
、
閲
覧
の
範

囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台
帳
、

名
寄
帳

　

縦
覧
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧

で
き
る
人
の
条
件
や
、
本
人
確
認
の

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
不
服
申
立
て
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
は
、
評
価
替
え
の
年

に
あ
た
る
た
め
、
す
べ
て
の
土
地
・

家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日
の

間
に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
し
て
、
審
査
の
申
し
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税

係

30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

平
成
21
年
度
水
質
検
査
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

水
道
部
で
は
、
よ
り
良
質
で
安

全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
項

目
や
回
数
を
定
め
た
「
水
質
検
査
計

画
」
に
基
づ
い
て
水
質
を
検
査
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
平
成
21
年
度
の
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
公
表
し
ま
す
。　

　

こ
れ
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・
各
出
張
所

の
ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
藪
浄
水
場

22-

３
３
２
４
番
（
内
線
５
６
３
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
９
７
番
、
Ｅ

メ
ー
ル: ooyabu-jou@

ceres.

ocn.ne.jp

　

彦
根
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内(

彦
根
市
・
犬
上
郡)
で
発
生
し
た
火

災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況
を
統

計
に
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

火
災
概
要

　

平
成
20
年
中
に
発
生
し
た
火
災

は
58
件
で
、
前
年
と
比
べ
１
件
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。
火

災
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、「
建
物
火

災
」
が
42
件
と
、
全
火
災
の
72
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
そ
の
他

火
災
」
13
件
、「
車
両
火
災
」
３
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
第
１

位
が

｢

放
火
の
疑
い
」
の
７
件
、
第

２
位
が
「
た
ば
こ
」
と
「
こ
ん
ろ
」

が
６
件
ず
つ
、
以
下
「
ス
ト
ー
ブ
」

５
件
、「
放
火
」
３
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。｢
放
火｣

と
「
放
火
の
疑
い
」
を

合
わ
せ
る
と
10
件
で
、
毎
年
、
火
災

原
因
の
上
位
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
放
火
の
疑
い
」
と
は
、
放
火
に

よ
る
火
災
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ほ

か
に
出
火
の
可
能
性
を
残
す
場
合

な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
放
火
火
災
の

予
防
策
と
し
て
、「
住
宅
の
周
辺
に

可
燃
物
を
置
か
な
い
」「
ご
み
は
定

め
ら
れ
た
日
の
朝
に
出
す
」
な
ど
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

火
災
に
よ
る
死
者
を
な
く
す
た

め
消
防
法
令
が
改
正
さ
れ
、
既
存
の

住
宅
に
つ
い
て
も
、
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
国
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
亡
原
因
の
約
６
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
あ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
火
災
の
発
生
を
音
や
音
声
で
早

期
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
大
変
有
効

な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
消
防
署
や
市
が
、「
直
接
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
訪
問

販
売
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど

に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
、
は
っ
き
り
断
っ
て

く
だ
さ
い
。

救
助
・
救
急
概
要

　

救
助
出
場
件
数
は
、
51
件
で
、
昨

年
よ
り
18
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、「
交
通
事
故
」
30
件
、
次
い

で
「
そ
の
他
の
事
故
」
11
件
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
２
）。
ま
た
、
昨
年

は
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
硫
化
水

素
ガ
ス
に
よ
る
自
損
（
自
殺
）
行
為
が

彦
根
市
で
も
３
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
救
急
出
場
は
４
、
７
３
０

件
で
し
た
（
表
３
）。
こ
れ
は
、前
年

に
比
べ
る
と
55
件
減
少
し
、
統
計
を

取
り
出
し
て
以
来
、
初
め
て
減
少
に

転
じ
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く
、
救
急

車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
人
も
４
、
４

平
成
20
年　

彦
根
市
消
防
本
部
管
内
の
火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
発
生
状
況

７
９
人
と
、
前
年
に
比
べ
１
６
４
人

減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
救
急
車
を
適
正
に
利

用
さ
れ
た
こ
と
が
、
救
急
出
場
件
数

が
減
少
し
た
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
、
救
急
車
が
す
ぐ
に
駆

け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
市
民

の
み
な
さ
ん
に
は
救
急
車
の
適
正

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
応
急
手
当
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
応
急
手
当

の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

社
・
自
治
会
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
ど

ん
な
グ
ル
ー
プ
で
も
開
催
し
ま
す

の
で
、

消
防
本
部
警
防
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防

課

22-

０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

９
４
２
７
番
、

消
防
本
部

警
防
課

22-

０
３
３
７
番

労
働
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

滋
賀
県
で
は
、
労
働
者
や
事
業
主

が
、
労
働
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
、
労
働
相
談
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た
」
な
ど
の
相

談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２

０-

９
６
７
１
６
４
番

面
接
相
談　

場
所　

滋
賀
県
労
働
相
談
所
（
草 

津
市
大
路
一
丁
目
１-

１
エ
ル
テ
ィ

９
３
２
内
）

０
７
７-

５
６
４

-

２
０
３
０
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

受
付
時
間
（

月
〜
金
曜
日　

午
前
10

 

時
〜
午
後 

　

８
時
（
平
日
が
祝
日
の
場
合
は

　

午
後
５
時
〜
同
８
時
）

土
・
日
曜
日　

午
前
10

 

時
〜
午
後

　

４
時

問
い
合
わ
せ
先　

労
政
能
力
開
発

課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７
５

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
７
３
番

　

　井伊直弼が自分の信じる道を貫き、開国を決意した

裏にあったであろう彦根の先人たちの活躍。近江むか

し発見隊は、その消えゆく歴史を次世代に伝承したい

という思いから、名場面劇を作りました。演じるのは、

地元商店街の人たちと、私たち近江むかし発見隊。名

場面で振り返る甲冑劇をお楽しみくだ さい。 

日時　3月22日㈰　13：30 ～ 14：00、14：30 ～ 15：

00

場所　四番町スクエアセンター

プラザ前（本町 1丁目）※雨天

時は、四番町ダイニング内

問い合わせ先　迫間勇人☎

090-9695-0814、Ｅメール :

hayatohasama@hotmail.co.jp
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

　

狂
犬
病
は
、
い
ま
だ
に
世
界
の
ほ

と
ん
ど
の
国
で
発
生
し
て
お
り
、
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
は
毎
年
５
万
人

の
人
が
狂
犬
病
で
死
亡
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
海
外
で
犬
に
か
ま
れ
、

帰
国
し
て
か
ら
狂
犬
病
を
発
症
し
て

死
亡
す
る
事
例
も
出
て
い
ま
す
。
狂

犬
病
は
、
い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
治

療
法
が
な
く
、
致
死
率
１
０
０
％
の

恐
ろ
し
い
人
間
と
動
物
の
共
通
の
感

染
症
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
登
録
と

注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
登
録

は
一
生
に
一
回
、
注
射
は
毎
年
１
回

で
す
。
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬　

市
内
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

表
の
と
お
り

料
金　

●
既
に
登
録
し
て
い
る
犬　

３
、２
０

０
円
（
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
を
含
む
）

●
未
登
録
の
犬　

６
、２
０
０
円
（
登

録
手
数
料
３
、０
０
０
円
、
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
を
含

む
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補
助

犬
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
料
金
は
、

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

お
願
い

⑴
既
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主

は
、
必
ず
犬
の
登
録
カ
ー
ド
（
愛
犬

カ
ー
ド
）と
犬
の
登
録
証
（
封
筒
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
と
生
年
月
日
、
性
別
、

種
類
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

⑶
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死
亡

な
ど
の
異
動
が
あ
れ
ば
、
は
が
き

か
電
話
で

健
康
管
理
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

⑷
必
ず
犬
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

⑸
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

⑹
体
調
が
悪
い
犬
は
、
か
か
り
つ
け

の
獣
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑺
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
場
合

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後

始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑻
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は
必

ず
首
輪
に
つ
け
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ハ
ー
ネ
ス（
首
輪
の
代
わ
り
に
つ

け
る
ベ
ル
ト
）
は
、
犬
が
暴
れ
て
外

れ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

⑼
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
必
ず
首
輪

な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷
子
犬

に
な
っ
た
時
に
飼
い
主
を
探
す
大

切
な
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
管
理
課

24-

０
８
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５

８
７
０
番

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
者
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ　

　

平
成
20
年
12
月
１
日
か
ら
、「
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
」（
石
綿
救
済
法
）
の
改
正
が
あ

り
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
が

平
成
24
年
３
月
27
日
ま
で
に
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

②
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
対
象
が

拡
大
さ
れ
、
法
施
行
後
、
５
年
ま
で

に
労
災
保
険
法
上
の
遺
族
補
償
給

付
を
受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り

消
滅
し
た
人
（
平
成
18
年
３
月
26
日
ま

で
に
死
亡
し
た
人
の
遺
族
）
も
救
済
対

象
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
労
災

補
償
課
☎
０
７
７-

５
２
２-

６

６
３
０
番
、
ま
た
は
彦
根
労
働
基

準
監
督
署
（
西
今
町
）
☎
22-

０
６

５
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
質
問
に

お
答
え
し
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
の
７
月
か

ら
始
ま
る
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ

い
て
、
総
務
省
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

を
設
け
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
」「
な
ぜ
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
に

す
る
の
」
な
ど
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
関
す
る
疑
問
や
質
問
に
お
答
え
し

て
い
ま
す
。

相
談
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０-

07-

０
１
０
１
番

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ま
た
は
右
の
電
話
番
号

で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
03-

４
３
３
４-

１
１
１
１
番
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９

　

時
〜
午
後
９
時

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
９
時
〜

　

午
後
６
時

４
月
１
日
か
ら

長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

製
品
が
古
く
な
る
と
部
品
な
ど

が
劣
化
（
経
年
劣
化
）
し
、
火
災
や

死
亡
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
所
有
者
登
録
す
る
こ
と
で
、
適

切
な
時
期
に
点
検
を
お
知
ら
せ
し
、

点
検
を
促
す
こ
と
で
、
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

特
定
保
守
製
品
を
購
入
し
た
と

き
は
、
所
有
者
登
録
を
行
い
、
点
検

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
点
検
は

有
料
で
す
。

対
象
製
品
（
特
定
保
守
製
品
）　

ガ
ス　

屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
、

屋
内
式
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
（
都
市
ガ

ス
用
／
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）

石
油　

石
油
給
湯
機
、
石
油
ふ
ろ
が

ま
、
Ｆ
Ｆ
式
石
油
温
風
暖
房
機

　電
気　

ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器

洗
い
機
、
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

特
定
保
守
製
品
を
購
入
し
た
あ
と
の

制
度
の
流
れ

①
販
売
者
か
ら
点
検
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

②
所
有
者
票
を
返
送
し
ま
す
（
所
有

者
登
録
）。

③
点
検
時
期
が
来
た
ら
通
知
が
届

き
ま
す
。

④
点
検
を
依
頼
し
ま
す
。
た
だ
し
、

点
検
は
有
料
で
す
。

⑤
点
検
を
受
け
ま
す
。

※
現
在
使
用
し
て
い
る
製
品
も
点

検
可
能
で
す
。
詳
細
は
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
賃
貸
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
で

製
品
を
家
主
が
設
置
・
所
有
し

て
い
る
場
合
は
、
家
主
が
所
有

者
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
経
済
産

業
局
産
業
部
消
費
経
済
課
製

品
安
全
室

06-

６
９
６
６

-

６
０
９
８
番
、
経
済
産
業
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  : http://w

w
w

.

m
e

ti.g
o

.jp
/p

ro
d

u
ct_

sa
fe

ty/

consum
er/system

/01.htm
l
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出
産
育
児
一
時
金
が
35
万
円
か
ら

38
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
す

　

１
月
１
日
か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度
が

開
始
さ
れ
、
補
償
制
度
の
掛
金
（
３
万
円
）

が
分
娩
費
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
医
療

機
関
な
ど
で
分
娩
し
た
場
合
に
は
、
出
産

育
児
一
時
金
が
38
万
円
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

制
度
対
象
分
娩
で
あ
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
の
申
請
を
す
る

際
に
は
、
請
求
書
も
し
く
は
領
収
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
な
ど
で
発
行
さ
れ
た
請
求
書

も
し
く
は
領
収
書
は
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
手
続
き
は
出
産
後
と
な

り
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
を
分
娩
費
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

出
産
前
に
受
取
代
理
支
給
制
度
の
申
請

を
す
る
と
、
出
産
育
児
一
時
金
を
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
か
ら
直
接
医
療
機
関
な

ど
へ
振
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
退
院

時
に
個
人
で
支
払
う
分
娩
費
用
の
負
担
が

軽
く
な
る
た
め
、
と
て
も
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
は
出
産
予
定
日
の
１
か
月

前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

出
産
育
児
一
時
金
は
、

出
産
時
に
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

（
健
康
保
険
証
の
発
行
元
）
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
各
健
康
保
険
に
よ
り
手
続
き
方

法
や
取
り
扱
い
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
出
産
す
る
人
が
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
彦
根
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人　

保
険
年
金
課
保
険
係

30-

６
１
１
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

▼
勤
務
先
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

　

健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
組

合
、
ま
た
は
勤
務
先

こ
ん
な
と
き
に
は
、

こ
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、

保
険
年
金
課
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

と
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
誕
生
日
の
前
日
）

　
　

会
社
員
（
厚
生
年
金
の
加
入
者
）、
公
務
員

（
共
済
年
金
の
加
入
者
）
な
ど
は
除
き
ま
す
。

▼
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

　
　

被
扶
養
者
が
い
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
届
出

も
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な

く
な
っ
た
と
き　

　
　

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し
た
と
き
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

▼
住
所
、
氏
名
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
（
第
２

号
、
第
３
号
被
保
険
者
を
除
く
）

　
　

市
民
課
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
で
届
出
を
し
た
場
合
、
第
１
号
被
保

険
者
の
人
は
、

保
険
年
金
課
で
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
第
２
号
、
第
３
号
被

保
険
者
の
人
は
、
会
社
で
変
更
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

短
期
在
留
外
国
人
の
脱
退
一
時
金
制
度

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
が
、
日
本
の
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
年
金
の
受
給
権

を
得
な
い
ま
ま
帰
国
し
た
場
合
、
帰
国
後
２

年
以
内
に
、
脱
退
一
時
金
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
民
年
金
の
脱
退
一
時
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
６
か
月
以
上
必
要
で

す
。
厚
生
年
金
の
脱
退
一
時
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
月
数

が
６
か
月
以
上
必
要
で
す
。

　

な
お
、
脱
退
一
時
金
の
額
は
、
納
め
た
月
数

お
よ
び
保
険
料
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
と
の
二
国
間
で
年
金
制
度
の
二

重
加
入
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
他
国
の
年
金

制
度
の
加
入
期
間
を
取
り
入
れ
、
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
協
定
を
締
結
し
て
い
る
国
が
あ

り
ま
す
（
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、

ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課

23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

９
０
３
８
番
、
業
務
第
二
課

23-

１

１
１
２
番

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別

第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業
者
、
学
生
な

ど
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人　

第
２
号
被
保
険
者･･･

厚
生
年
金
保
険
、

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
原

則
65
歳
未
満
の
人

第
３
号
被
保
険
者･･･

第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人

妊
婦
の
み
な
さ
ん
が

安
心
し
て
お
産
で
き
る
よ
う
に

　

産
科
医
療
補
償
制
度
は
、
制
度
加

入
機
関
で
、
分
娩
に
関
連
し
て
重
度

脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
家
族
の
経
済
的
負
担
へ
の
補

償
と
、
原
因
分
析
や
再
発
防
止
の
機

能
を
併
せ
持
つ
、
産
科
医
療
の
向
上

の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し

て
い
る
分
娩
機
関
や
制
度
に
つ
い

て
は
、
㈶
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://jcqhc.

or.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

祝
日
の
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

 

３
月
20
日

（金・祝）
は
、
通
常
通
り
収
集
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
直
接

搬
入
に
つ
い
て

　

３
月
28
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時

15
分
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
、
家
庭
か
ら

出
る
粗
大
ご
み
の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
誘
導
す
る
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
等
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
18
年
度
の
彦
根
市
の
家
庭
ご
み
等
の

種
類
別
割
合
と
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
の

排
出
量
を
右
下
の
図
１
に
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
陶
器

類
・
そ
の
他
ご
み
が
、
全
体
の
８
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
ら
は
焼
却
処
分
あ

る
い
は
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
民
１
人
あ
た
り
１
日
に
、
約
１
㎏
の
ご
み
を

出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
年
間
に

す
る
と
１
人
あ
た
り
約
３
８
０
㎏
の
ご
み
を

第
９
回　

彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
の
ご
案
内

　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た

だ
く
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
第

９
回
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

審
議
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

〜
場
所　

市
役
所
５
階　

第
３
委
員
会
室

内
容　

彦
根
市
の
施
策
の
実
施
状
況
な

ど
に
つ
い
て

出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
処
理
経
費
は
１
人
あ
た
り
約

１
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
つ

い
て
、
そ
の
内
訳
を
右
の
図
２

に
示
し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
フ

で
示
す
と
お
り
、
生
ご
み
と
紙

類
で
燃
や
せ
る
ご
み
全
体
の

75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
皆

さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
こ
と
を
下
の
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃

セ
ン
タ
ー
管
理
課

22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番
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み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ

り
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し
く
、

活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
『
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事

業
』
は
、
こ
の
４
月
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。
４
月
１
日
㈬
か
ら
は
、
平

成
20
年
度
中
に
市
内
各
所
で
行
わ
れ

た
「
美
し
い
行
為
」
に
対
す
る
地
域

通
貨
「
彦
」
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
の
施
設
の
使
用
料
や
手
数
料
の

支
払
い
に
使
え
ま
す

　

彦
根
城
博
物
館
や
城
山
の
観
覧
料
、
市
営
駐

車
場
・
自
転
車
駐
車
場
の
使
用
料
や
、
市
民
課
・

税
務
課
で
の
証
明
書
の
交
付
手
数
料
な
ど
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、す
べ
て
の
施
設

で
使
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
１
彦
＝
１
円
と

し
、お
つ
り
を
受

け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

地
域
通
貨
「
彦
」
の
使
い
方
は
３
つ
あ
り
ま
す

地
域
通
貨
「
彦
」
の
使
い
方
は
３
つ
あ
り
ま
す

▼
交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
お
よ
び
稲
枝
支
所

▼
交
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
５

月
29
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の　

平
成
20
年
度
美

し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報
告

書
・
印
か
ん

　

活
動
報
告
書
に
よ
り
、
活
動
実

績
を
認
定
し
、
１
週
間
あ
た
り
15

分
間
の
美
し
い
行
為
を
１
回
＝
25

彦
と
し
て
、
計
算
し
ま
す
。

　

地
域
通
貨
「
彦
」
は
１
０
０
彦

単
位
の
た
め
、
お
渡
し
す
る
「
彦
」

は
、
１
０
０
彦
未
満
を
切
り
捨
て

た
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
参
加
登
録
し
て
い

る
皆
さ
ん
へ
は
、
３
月
中
に
新
年
度

の
活
動
報
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
併

せ
て
、「
彦
」
の
受
け
取
り
方
や
協

力
店
・
市
民
団
体
一
覧
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

ま
ち
づ
く
り

推
進
室

30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な

　

流
通

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
お
手
伝
い
を
し
て
も

ら
っ
た
と
き
、
何
か
よ
い
こ
と
を
し
て
も

ら
っ
た
と
き
な
ど
に
、
感
謝
の
気
持
ち
と

し
て
「
彦
」
を
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
通
貨
「
彦
」
協
力
店

で
は
「
彦
」
と
引
き
換
え
に
特
典
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
協
力
店
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

協
力
店
で
受
け
ら
れ
る
特
典
は
、
店
舗

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
手
続
き

登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
に
寄
附

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
「
彦
」
を
寄
附
す
る
こ
と
で
、
市
民
団
体

の
活
動
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
団
体
は
、
自
治
会
、
老
人
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
合
わ

せ
て
90
団
体
で
す
。

　

①
〜
③
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

ま
ち

づ
く
り
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す

登
録
が
ま
だ
の
人
は
、
参
加
登
録
を

　

地
域
通
貨
「
彦
」
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
事

前
に
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
へ
の
参
加
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
だ
参
加
登
録
し
て
い
な
い
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

４
月
４
日
㈯
、
同
18
日
㈯
の
午
前
中
は

「
彦
」の
交
付
や
参
加
登
録
が
で
き
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
で
は
、
平
日
は
忙
し

く
て
、
市
役
所
ま
で
来
て
い
た
だ
け
な
い
人
の

た
め
に
、
４
月
４
日
㈯
、
18
日
㈯
の
午
前
中
に

次
の
と
お
り
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

業
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

業
務
の
内
容　

地
域
通
貨
「
彦
」
の
交
付
、
美

し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
へ
の
参
加
登
録

　

彦
根
市
は
、
平
成
20
年
７
月
７
日
に

「
彦
根
市
低
炭
素
社
会
構
築
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
で
は
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に

向
け
て
、
身
の
回
り
で
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
美
し
い
行
為
の
活
動
の
一

つ
で
あ
る
、
地
域
環
境
活
動
の
名
称
を
、

よ
り
目
的
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
た
め
に
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
活
動
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
対
象
と
な
る
行
為
の
例

示
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践　

　
　

車
の
運
転
は
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ

ル
、
加
減
速
の
少
な
い
運
転
、
早
め

の
ア
ク
セ
ル
オ
フ
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
な
ど
を
行
う
。

◎
環
境
家
計
簿
を
つ
け
る　

　
　

滋
賀
県
が
作
成
し
、
彦
根
市
で
も

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
「
み
る
・

エ
コ
・
お
う
み
」
な
ど
の
環
境
家
計

簿
に
記
録
を
つ
け
る
。

◎
環
境
に
配
慮
し
て
買
い
物
を
す
る　

　

エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
旬
の

野
菜
や
エ
コ
商
品
な
ど
の
環
境
へ
の

負
荷
が
少
な
い
商
品
を
買
う
。

　環境家計簿とは、家庭からの二酸化炭素の排出

を削減させるための帳簿のことです。家庭からの

二酸化炭素の排出量を削減するには、排出の原因

となる電気・ガス・水道などの使用量を調べ、使

用量を減らす工夫にチャレンジしていくことが、

大切です。

 彦根市ホームページからアクセスできる「みる・

エコ・おうみ」は、電気・ガス・水道の使用量を

インターネット上の電子家計簿に入力してもらう

ことで、排出量の自動計算や今までの排出量の移

り変わりを、グラフで確認できる便利なシステム

です。

　また、インターネッ

トがなくても専用用紙

での参加も可能です。

問い合わせ先　 生活

環境課 30-6116、

FAX27-0395



ご意見をお寄せいただきありがとうございました
～意見公募手続制度～

市場に行こう！市場で市

　彦根総合地方卸売市場を市民に開

放します。みなさん、ぜひお越しく

ださい。

日時　４月５日㈰　8：00～ 13：00

場所　彦根総合地方卸売市場（安食中

町）

内容　マグロの解体ショー、地場野

菜、菓子、加工食品、茶、肉、鮮

魚などの販売、模擬店

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市

場㈱ 25-2518、FAX28-1718
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　今年こそ、“脱”肥満を目指しているあなた、「ひこね元

気計画21」のダイエットモニターになって、夢を実現しま

しょう。〈対象〉おおむね30歳～65歳までの男性のうち、

肥満度を表すBMI指数【体重（㎏）÷身長（m）÷身長

（m）】が「25」以上で、次の条件に該当する人　 肥満を

改善したいと思っている　 社員食堂なども含めて、外食

やコンビニエンスストアの弁当を週３回以上食べている　

今まで食事のカロリーを意識したことがない　 「ひこね

元気計画21」の情報誌やホームページで、モニター期間中

の体重の変化などについて情報提供が可能（匿名も可）  〈取り

組む内容〉４月下旬から約５か月間、外食や、コンビニエン

スストアの弁当を食べるときには、栄養成分表示を確認し、

適正エネルギーに応じた、バランスの取れた食事を摂って

いただきます。食事内容の確認や、アドバイスはパソコン

や携帯電話などのメールを使って行います。〈募集人数〉５

人程度　〈申込期限〉４月６日㈪ 〈申込方法〉電話で「ひこ

ね元気計画21」実行委員会事務局（

健康管理課内）まで申し込んでくだ

さい。　〈その他〉モニター開始日と

終了日に面接を行います。減量した

人には、減量分と同じ重さのお米を

敢闘賞として差し上げます。 〈申込・

問い合わせ先〉同事務局 24-0816、

FAX24-5870

〈趣旨・内容〉彦根市国際協会では、毎年韓国春川市の皆さん

との交流を行っています。このツアーでは、ほかでは味わ

えない、現地の人々の温かい歓迎と交流が待っています。

毎年盛大に行われる国際パントマイムフェスティバルの鑑

賞や、ソウル市内での観光を予定しています。〈日程〉５月

29日㈮～同31日㈰　〈参加資格〉彦根市内に在住、または在

勤の 18歳以上の人　※高校生は除く。また、70歳以上で

健康に不安のある人は、訪問に耐えうると判断できる医師

の診断書が必要です。　〈募集人数〉10人（先着順）〈参加負

担金〉56,000円程度（ただし、燃油サーチャージ、空港施

設使用料、空港までの交通費は別途必要です）〈申込期間〉

３月17日㈫～同31日㈫の、8：30～ 17：15（日・月曜日および

祝日を除く。また、定員になりしだい締め切ります。）〈申込・問い

合わせ先〉彦根市国際協会 22-1411（内線590）へ

子どもたちとかかわってくれる人を募集しています！

　非行などの問題を抱え、居場所を見失い、苦しんでいる中

から立ち直ろうと頑張っている子どもたちがいます。そん

な子どもたちに、教科の学習や職場体験の場の提供、絵画や

作品づくり、花や野菜づくり体験などのさまざまな支援活

動を通して、サポートしていただける人の応募をお待ちし

ています。〈問い合わせ先〉彦根市少年センター 24-9140

（FAX共用）

〈種目・開催日・場所・申込期限〉下の表のとおり　〈対象〉市

内に在住する13歳以上の人で、身体障害者手帳を持つ人、

療育手帳を持つかその取得に準ずる障害のある人　※一部

の競技には障害の種類によって参加できないものがありま

す。〈参加料〉無料。ただし、昼食代、交通費は実費負担の場

合があります。ボウリング競技の貸靴代は、実費負担にな

ります。〈申込・問い合わせ先〉 障害福祉課 27-9981、

FAX26-1767

視覚障害者センターでは、視覚に障害のある人に点字や

声で情報を伝える点訳ボランティア・音訳ボランティアの

養成講習会を開講します。それに先立って、ボランティア

活動の内容や講習会のスケジュールなどについての説明会

を開催します。点訳・音訳ボランティア養成講習会の受講

を希望する人は、必ず説明会に参加してください。〈日時〉

４月13日㈪、同14日㈫のどちらか（両日とも同じ内容）　午後１

時40分～同４時　〈申込期限〉４月10日㈮ 〈申込・問い合わ

せ先〉電話、ファクス、Ｅメールで、氏名、郵便番号、住

所、電話番号を書いて、 視覚障害者センター 22-7901、

FAX22-7890、Ｅメール：shice2@smile.ocn.ne.jpへ

〈内容〉生活習慣病を防ぎ、健康で、いきいきと生活していく

ために、塩分や脂肪分を減らした、身体に優しい料理を楽し

く学びます　〈日程〉４月11日、同25日、５月９日、同23日、６

月６日、同20日、７月４日の各土曜日（全７回）〈時間〉10：

00～ 12：00　〈場所〉男女共同参画センター「ウィズ」（平田

町）〈対象〉市内在住・在勤・在学の男性

　〈定員〉20人（先着順）〈受講料〉3,500

円　〈材料費〉4,900円　〈託児〉０歳～

就学前、要予約（１人１回200円）〈申込

期限〉３月16日㈪～４月４日㈯　〈申込・

問い合わせ先〉男女共同参画センターウ

ィズ 24-3529（FAX共用）へ  

 

　「ひこね元気計画21」“男のダイエット”モニター
 

　滋賀県障害者スポーツ大会出場選手

 

　韓国・春川市ツアー

 

　男の生き方セミナー「男の料理教室」

 

　あすくる彦根支援サポーター

彦根市子ども読書活動
推進計画素案

意見の件数　２件

　案の修正を行うもの　　　０件

　案の修正を行わないもの　２件

問い合わせ先　 教育委員会

生涯学習課 24-7971、FAX     

23-9190

　彦根市立病院改革
　プラン素案

意見の件数　３件

　案の修正を行うもの　　　０件

　案の修正を行わないもの　３件

問い合わせ先　彦根市立病院

企 画 経 営 課 22-6050、

FAX26-0754

  ひこね食育推進計画 
  素案

意見の件数　２件

　案の修正を行うもの　　　０件

　案の修正を行わないもの　２件

問い合わせ先　 健康管理課

24-0816、FAX24-5870

 

　点訳・音訳ボランティア養成講習会説明会
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　国際交流員の畠野クリスチアーネ寛子さんが、国際交流

員としての任期を終え、ブラジルに帰国することになりま

した。クリスチアーネさんは、市役所３階の市民交流課に勤

務し、ポルトガル語教室や市民の国際理解を促す講座の企

画・運営などを担当してきました。また、外国籍市民を支

援するため、市役所窓口での通訳や相談、翻訳なども行っ

てきました。

　クリスチアーネさんに代わり、４月中旬から新しい国際

交流員を迎える予定です。

彦根市の皆さん、ありがとうございました

畠野クリスチアーネ寛子

　皆さん、Boa tarde! (こんにちは！ )

　2006年４月に来日し、市役所で国際交流員として仕事を

していくなかで数え切れないほど沢山の素晴らしい経験が

できました。

　最初は社会人としての経験が浅い上、日本社会での初め

ての仕事だったので、緊張する毎日でしたが、職場の人を

はじめ、仕事先で出会う市民からも温かく迎えられました。

　私の出身地であるブラジリアは今年４月で創設48年を

迎えます。それと比べ彦根は築城400年を迎えた城をはじ

め、歴史的にも深く、今まで大学で勉強した日本歴史をもっ

と身近に感じることができました。

　通訳として外国籍市民の人をサポートするだけではなく、

人権学習や国際理解講座などで日本人と交流することで、

多文化共生に向けての国際理解も深まったのではないかと

思います。

　いつも真剣に話を聞いて理解していただき、そしてそれ

をまた地域に住んでいる人へのサポートに繋げてくださる

人たちもいて、本当に感謝しています。

　これからもこのような繋がりがもっと強化され、国籍を

問わず誰もが住みよい国際的なまちになることを期待して

います。

　４月には地球の反対側にあるブラジルへ帰国しますが、

日本との繋がりはまだ残ります。将来また戻る機会があり

ましたらまた彦根にも遊びに

来ます！皆さんも是非ブラジ

ルへ遊びに来てください！多

文化・多民族でとても面白い

経験になると思います！

この3年間 muito　obrigada! 
（どうもありがとうございまし

た！）またお会いすることを楽

しみにしています！

Até logo!!（またね！）

国際交流員　クリスチアーネさんが帰国します

幼児交通安全
カンガルークラブ
登録受付中

　カンガルークラブは、交通安全

意識を身につけることを目的とし

て、親子で活動するグループです。

彦根市では、現在３４グループが

活動しています。新たに活動する

グループを募集します。

対象　就学前の幼児と保護者のグ

ループ（自治会、子育てサークルなど）

　新入学（園）時期は、新入学（園）

児が慣れない通学路を通いはじめる

など、子どもが被害にあう交通事故

の発生が予想されるため、家庭・学

校・園・地域などが一体となって子

どもを交通事故から守りましょう。

家庭では・・・

　「車に気をつけてね。」だけではな

く、子どもといっしょに通学路を歩

き、子どもの目線で危険箇所を確認

するとともに、安全の基本である「止

まる、見る、待つ」を身につくまで、

繰り返し教えてあげましょう。

運転するときは・・・

　学校、幼稚園、保育園などの場所

の近くを通行する時や、道路上の子

どもを見かけたときには、徐行した

り、子どもの動きにじゅうぶん注意

するなど安全確認と思いやりのある

運転に心がけま

しょう。

問い合わせ先　

交通対策課

30-6134、

FAX24-8517

新入学（園）児の交通事故防止運動　３月15日～４月15日

　

㈶
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン

タ
ー
が
設
置
運
営
す
る
自
転
車
駐

車
場
が
彦
根
駅
東
口
と
南
彦
根
駅

東
口
に
完
成
し
、
４
月
１
日
㈬
か
ら

営
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

利
用
料
金
、
場
所
な
ど
は
左
の
と

お
り
で
す
。

　

定
期
利
用
の
申
し
込
み
は
３
月

30
日
㈪
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

利
用
時
間　

彦
根
駅
東 : 

24
時
間
開

放
（
終
日
利
用
）、
南
彦
根
駅
東
第

２ : 

午
前
４
時
30
分
か
ら
翌
午
前

０
時
50
分

定
期
利
用
申
込
受
付　

３
月
30
日

㈪
か
ら
先
着
順
に
受
付
開
始
。（
１

人
あ
た
り
１
台
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

受
付
時
間　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で

受
付
場
所　

彦
根
駅
東
：
彦
根
駅
西

自
転
車
駐
車
場
管
理
室

　

南
彦
根
駅
東
第
２
：
南
彦
根
駅
西

第
１
自
転
車
駐
車
場
管
理
室

問
い
合
わ
せ
先　

▼
彦
根
駅
西
自
転
車
駐
車
場
管
理
室

26-

５
５
９
１
番

▼
南
彦
根
駅
西
第
１
自
転
車
駐
車
場

管
理
室

27-

０
２
６
７
番

▼
㈶
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

大
阪
事
務
所

06-

６
４
４
９-

０
９
９
１
番

彦
根
駅
東
口
と
南
彦
根
駅
東
口
に

有
料
自
転
車
駐
車
場
が
４
月
１
日
㈬
オ
ー
プ
ン
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

４月前半

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

13日㈪

14日㈫

15日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地 、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地 、西今、平田（大

沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、

城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、

宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、

中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、

下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

図書館休館日 ６日㈪、13日㈪

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１0日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

４月前半

１4日㈫
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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◆基本ルールをつくることは、まち
づくりの未来のためにも、市民・

行政の共通理解のためにも必要だ

と思いました。ただ、この条例に

どのような方法で市民の意見を取

り入れていくのかが問題です。

◆市民自らがやらなければならない

ことは分かるので

すが、個人それぞ

れに事情があり、

参加できない人も

いることを考えて

おきたいです。

　　この集いで、彦

根の元気、市民の

元気が大切だと思

いました。

る
た
め
に
は
、
市
民
の
創
意
工
夫
が
生
か

さ
れ
る
仕
組
み
や
、
そ
の
前
提
と
し
て
情

報
共
有
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
基
本
条
例
で

ど
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
、
参
加
者
を
交
え
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

第
３
部　

徹
底
討
論
⁉　

基
本
条
例
は

必
要
？ 

そ
れ
と
も
不
必
要
？

　

検
討
委
員
会
で
実
際
に
行
っ
た
、
基
本

条
例
が
必
要
か
ど
う
か
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
形

式
の
議
論
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
の
結
論
は
、「
基
本
条
例
は

必
要
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

理
由
は
、
市
民
と
行
政
と
の
距
離
を
縮

め
る
た
め
に
は
、
市
の
意
思
決
定
に
市
民

が
参
加
で
き
る
仕
組
み
や
、
行
政
運
営
の

あ
り
方
、
市
民
・
行
政
・
議
会
の
役
割
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
具
体
的

に
条
例
と
し
て
定
め
て
、
市
民
に
明
示
す

る
こ
と
で
、
実
効
性
が
高
ま
り
、
そ
の
時
々

　

２
月
７
日
㈯
に
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
、「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

ル
ー
ル
を
考
え
る
み
ん
な
の
集
い
」
を
開
催

し
、
約
２
０
０
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
で
は
、
彦
根
市
に
と
っ
て
「
ま

ち
の
基
本
ル
ー
ル
と
な
る
も
の
が
必
要
だ
ろ

う
か
」「
つ
く
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
ル
ー
ル
を

定
め
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

企
画
・
運
営
を
行
っ
た
の
は
昨
年
６
月
に

設
置
さ
れ
た
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
集
ま
っ
た
「
彦
根
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
検
討
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
「
決
め
か
た
」

「
や
り
か
た
」
な
ど
、
自
治
体
の
運
営
の
基

本
ル
ー
ル
を
地
域
自
身
が
定
め
る
も
の
で
す
。

検
討
委
員
会
は
、
月
２
回
程
度
の
会
議
で
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
„
み
ん
な
の
集
い
“
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
自

ら
寸
劇
を
行
い
、
検
討
委
員
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
、
龍
谷
大
学
法
学
部
の
土

山
希
美
枝
准
教
授
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、

検
討
委
員
会
で
話
し
合
っ
て
き
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

報
告
し
た
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
検

討
委
員
会
事
務
局
（ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
）

30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: m

a
ch
izu
k
u
ri@

m
a.city.hikone.shig

a.jp

第
７
回
検
討
委
員
会
の

お
知
ら
せ

　

検
討
委
員
会
で
は
、
み
ん
な
の
集

い
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、

最
終
の
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
３

月
中
に
市
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

検
討
委
員
会
の
詳
細
は
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
19
日
㈭　

午
後
７
時
30

分
〜
同
９
時
ご
ろ
ま
で

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
第
２

研
修
室

内
容　

報
告
書
の
作
成

※
検
討
委
員
会
は
だ
れ
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、

当
日
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル
を
考
え
る

 

み
ん
な
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

第
１
部　

ま
ち
づ
く
り
っ
て
何
？

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事

例
を
紹
介
し
た
あ
と
に
、
参
加
者
が
行
っ
て

い
る
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

土
山
先
生
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
、
私

た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
の
な
か
で
、
ひ
と

り
で
は
解
決
で
き
な
い
み
ん
な
の
課
題
を

い
っ
し
ょ
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
自
治
体
が
担
う
領
域

も
あ
れ
ば
、
市
民
の
自
由
な
活
動
領
域
も
あ

り
、
さ
ら
に
、
市
民
と
自
治
体
が
連
携
・
協

力
し
て
で
き
る
領
域
も
あ
り
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
で
き
る
領
域
に
市
民
が
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
、„
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

こ
と“
で
す
。」
と
い
う
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部　

検
討
委
員
会
の
議
論
を
紹
介

〜
彦
根
市
の
問
題
っ
て
？
〜

　

市
民
と
行
政
の
間
に
ミ
ゾ
（
距
離
）
が
あ

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、そ
の
距
離
を
縮
め

の
市
民
の
問
題
意
識
や
課
題
に
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

▶
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